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世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

圏域推計人口 令和2年9月1日　現在

176,017
421,128

206,472 214,616
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審査会開催回数　39回

令和元年度
審査件数
計887件

区分3
144件

（16.2%)

区分2
256件

（28.9%)

区分4
120件

（13.5%)

区分5
128件

（14.4%)

区分6
201件

（22.7%)

非該当
1件

（0.1%)

区分1
37件

（4.2%)

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を
　示したもの（訓練等給付個別審査を除く）

審査会開催回数　456回

要介護1
2,873件
（15.2%)

要介護3
2,260件
（12.0%)

要介護4
2,506件
（13.3%)

要介護5
2,295件
（12.1%)

非該当
55件

（0.3%)

要介護2
3,204件
（17.0%)

要支援2
3,390件
（18.0%)

要支援1
2,289件
（12.1%)

令和元年度
審査件数
計18,872件

●介護認定審査●●障害支援区分認定審査●

令
和
２
年
松
本
広
域
連
合
議
会　

臨
時
会

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数

は
、
前
年
度
に
比
べ
３
５
６
件
増

の
１
万
８
千
８
７
２
件
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
介
護
扶
助
実
施
に

係
る
委
託
審
査
27
件
で
し
た
。

　

障
害
支
援
区
分
認
定
の
審
査
判

定
件
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
２
２
件
減
の
８
８
７
件
、
訓
練

等
給
付
個
別
審
査
13
件
で
し
た
。

　

要
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
認
定
の
審
査
判
定
に
あ
た
っ
て

は
、
認
定
調
査
基
準
に
よ
り
適
正

な
調
査
が
行
わ
れ
、
公
平
・
公
正

な
審
査
判
定
基
準
に
よ
り
円
滑
な

審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
と

も
研
修
等
を
通
じ
て
資
質
の
向
上

を
図
り
、
運
営
の
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

　
松
本
広
域
連
合
で
は
、介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
を
設
置
し
、

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
審
査
判
定
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会

�

判
定
状
況

第１回臨時会の様子

　

７
月
７
日
に
令
和
２
年
松
本
広
域
連
合

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
で
は
、
常
任
委
員
等
の
選
任

が
行
わ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

  

◆
議　

長　
　
　

村
上　

幸
雄

  

◆
副
議
長　
　
　

召
田　

義
人

  

◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
印
は
副
委
員
長
）

�

〈
議
席
順
〉

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
猪
狩
久
美
子　

○
平
間　

正
治

　

横
内　

裕
治　
　

小
林　

あ
や

　

塚
原　

義
昭　
　

丸
山　

寿
子

　

待
井　

安
登　
　

村
上　

幸
雄

　

上
條
美
智
子　
　

芝
山　
　

稔

　

平
田　

勝
章　
　

竹
内
秀
太
郎

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
三
澤　

一
男　

○
上
條　
　

温

　

坂
内
不
二
男　
　

平
林　
　

明

　

阿
部　

功
祐　
　

塩
原
智
惠
美

　

上
條　

敦
重　
　

牛
丸　

仁
志

　

池
田　

国
昭　
　

西
條　

富
雄

　

召
田　

義
人　
　

中
村　
　

努

　

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
芝
山　
　

稔　

○
坂
内
不
二
男

　

平
間　

正
治　
　

三
澤　

一
男

　

池
田　

国
昭

　

令
和
２
年
松
本
広

域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
６

件
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、い

ず
れ
も
可
決
、
同
意

又
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
助
役

の
選
任
に
つ
い
て
は
、

松
本
市
副
市
長
の
嵯

峨
宏
一
氏
を
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

  

◆
第
１
回
臨
時
会　

提
出
議
案

・
議
案
第
１
号

　

令
和
２
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
議
案
第
２
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
）

・
議
案
第
３
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
救
助
工
作

車
）

・
議
案
第
４
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高
規
格
救
急

自
動
車
）

・
議
案
第
５
号

　

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

・
報
告
第
１
号

　

令
和
元
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
（
専
決
報
告
）

適
正
で
迅
速
な
審
査
判
定
事
務
に

�

努
め
て
い
ま
す
。
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人事行政運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数

○等級及び職制上の段階ごとの職員数（令和2年4月1日現在）

○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門

区分

職員数

合　計 内　訳 職制上の段階

令和元年度

（人） 職　名 （人） （％） 段階

令和２年度

（％） （人）

一般行政
消　　防
合　　計

11人
394人
405人

−
−
43
10

7
60

1
4
8

37
1
5

56
2

16
69

1
88
−
−

1
46

1
51
99

4
74

4
82

2
1
9

12
−

3
1
2
6
1
1
2

0人
0人
0人

対前年
増減数

令和２年度採用者数
令和元年度退職者数

増　　　減

9人
9人
0人

※職員数は非常勤職員を除きます。

11人
394人
405人

１　定型的な業務を行う職務
２　主事又は技師の職務

１級 14.8％60

事務員
主事
消防士
消防副士長
消防士長

計

比較的高度の知識又は経験を
必要とする業務を行う
主事又は技師の職務

２級 13.8％56

主事
消防士
消防副士長
消防士長
主任
消防司令補

計

係
長
級

24.4％99係長、主査又は主査補の職務４級 24.4％99

主査補
主査補（消防司令補）
主査
主査（消防司令補）
係長
係長（消防司令補）

計

主任の職務３級 21.7％88

主任
主任（消防士長）
主任（消防司令補）
主査

計

課
長
補
佐
級

20.2％82課長補佐の職務５級 20.2％82

課長補佐
課長補佐（消防司令）
出張所長（消防司令）

計

課
長
級

3.0％12課長の職務６級 3.0％12

課長
課長（消防司令長）
消防署長（消防司令長）

計

次
長
級

1.5％6
１　本部長又は次長の職務
２　困難な業務を行う課長の
　　職務

７級 1.5％6

課長（参事）
消防署長（消防司令長・参事）
課長（消防司令長・参事）
消防局次長（消防監）

計

部
長
級

0.5％2部長の職務８級 0.5％2
部長
消防局長（消防正監）

計

合　　　計 100.0％405

204
係
員
級

50.4％

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務
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○その他の手当の状況（令和2年4月1日現在）
区　分

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

内　　容　　等
他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、又は交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当

○職員の初任給の状況（令和2年4月1日現在）
区　分

182,200円
150,600円

192,600円
158,100円

182,200円
150,600円

上　級
初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分、国及び県では上級を大卒、初級を高卒としています。

○職員手当の状況
＜期末手当・勤勉手当（令和元年度）＞

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.300月分
1.300月分
2.600月分

0.925月分
0.975月分
1.900月分

6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

○退職手当の支給割合（令和2年4月1日現在）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
19.6695月分
28.0395月分
34.7355月分
47.709  月分

24.586875月分
33.27075  月分
40.80375  月分
47.709      月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

＜特殊勤務手当の状況（令和元年度）＞
区　分 内　容　等

95.8%（388人）
177,096円
３種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

＜時間外勤務手当（令和元年度）＞
区　分 支　給　額

94.1%（381人）
1億595万円
278,095円

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

2　職員の給与の状況
○人件費の状況（一般会計決算）

歳 出 額 （Ａ）区　分
45億6,571万円令和元年度

人 件 費 （Ｂ）
35億9,268万円 78.7%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億7,978万円

26億7,352万円
令和元年度

給与費 計（Ｂ）
404人

給　　与　　費
（内 期末・勤勉手当）

11億9,374万円 （6億2,663万円）
662万円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には、共済費及び退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和2年4月1日現在）
区　分

305,454円
335,157円

390,264円
387,957円

39.4歳
45.3歳

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。
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塩尻消防署に配備された重機及び重機搬送車

○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連合職員共
済会を設置し、保健保養、教養、体育振興などの事業を行っています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の3.0/1,000）と広域連合補助金（給料の2.2/1,000）により運営されて
います。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は
含まれません。

○職員の勤務評定の状況　　年１回

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで

○分限処分　 ２件
○懲戒処分　 １件

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（令和元年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
個人情報保護・コンプライアンス研修
教養実務研修
消防実務研修

180人
1,131人

20人

共同研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（令和元年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
320人 29人386人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（令和元年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員が対象となります。
○公務災害の認定　４件
○勤務条件に関する措置の要求の状況　０件
○不利益処分に関する不服申し立ての状況　０件

○年次休暇の取得状況
　令和元年中  平均11.06日

○健康診断などの実施状況

１　情報公開の実施状況� （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

9
0
0
0
0
9

4
0
0
0
0
4

13
  0
  0
  0
  0
13

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

9
0
0
0
0
9

1
0
0
0
0
1

10
  0
  0
  0
  0
10

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

2　個人情報保護の実施状況� （件）

令和元年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。
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で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
松
本
市
は
、
令
和
３
年
４
月
１

日
の
中
核
市
へ
の
移
行
に
向
け
て
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
中
核
市
と
は

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
大
都
市
制
度
の
一

つ
で
、
都
市
の
規
模
や
能
力
に
応
じ
て
事
務

の
権
限
を
配
分
す
る
も
の
で
す
。
国
か
ら
の

指
定
要
件
は
、
人
口
20
万
人
以
上
で
、
人
口

約
24
万
人
の
松
本
市
は
要
件
を
満
た
し
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
長
野
市
が
、
平
成
11
年
に

中
核
市
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
松
本
市
が
中

核
市
に
移
行
す
る
と
、
保
健
所
の
業
務
、
保

育
所
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
の
認
可
・

監
督
な
ど
、
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
い
た
約

２
，
５
０
０
の
事
務
を
新
た
に
担
い
、
よ
り

身
近
な
と
こ
ろ
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

　
超
少
子
高
齢
化
型
の
人
口
減
少
社
会
の
中

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
新
た
に
松
本
市
の
保
健
所
を
設
置

　
県
松
本
合
同
庁
舎
の
一
部
を
お
借
り
し
て
、

松
本
市
の
保
健
所
を
設
置
し
ま
す
。
来
年
４

月
以
降
、
保
健
所
へ
の
申
請
・
届
出
・
相
談

は
、
松
本
市
民
あ
る
い
は
対
象
の
事
業
所
が

松
本
市
に
あ
る
場
合
は
松
本
市
の
保
健
所
に
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
引
き
続
き
県
松
本
保
健
福

祉
事
務
所
で
手
続
き
い
た
だ
け
ま
す
。

●
松
本
地
域
３
市
５
村
の
連
携

　
松
本
市
が
「
中
核
」
と
な
っ
て
２
市
５
村

の
皆
さ
ん
と
共
に
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成

し
、
地
域
医
療
や
介
護
、
公
共
交
通
、
観
光

な
ど
の
広
域
的
な
課
題
に
対
し
て
取
組
み
を

進
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
松
本
市　
政
策
部　
中
核
市
推
進
室

　
☎
０
２
６
３
―34
―３
０
０
５

　
松
本
市
は
、

平
成
25
年
４

月
に
長
野
県

内
で
初
め
て

「
子
ど
も
の

権
利
に
関
す

る
条
例
」
を

施
行
し
、
す

べ
て
の
子
ど

も
に
や
さ
し

い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
条
例
で
は
、
11
月
20
日
を

「
松
本
子
ど
も
の
権
利
の
日
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
子

ど
も
の
権
利
の
実
現
に
つ
い
て
学
び
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と　
き
：
令
和
２
年
11
月
21
日
（
土
）

�

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
（
予
定
）

●
と
こ
ろ
：
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
松
本
市
中
央
４
丁
目
７
番
26
号
）

●
参
加
：
事
前
申
込
み
制

　
　
　

 

（
会
場
定
員
１
０
０
名
ま
で
）

※
申
込
み
が
１
０
０
名
を
超
え
た
場
合
に
は
、

抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

●
参
加
費
：
無
料

●
申
込
先
：
松
本
市
役
所

　
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
政
策
担
当

　
☎
０
２
６
３
―34
―３
２
９
１

▼
▼ 

特
別
展 

開
催
の
お
知
ら
せ
▲
▲
▲
▲

　
み
ん
な
の
ミ
ュ
シ
ャ

　
　
ミ
ュ
シ
ャ
か
ら
マ
ン
ガ
へ
―
線
の
魔
術

　
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
時
代
を
代
表
す

る
芸
術
家
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ

（
１
８
６
０
―１
９
３
９
年
）
。
彼
が
紡
ぎ

出
し
た
、
「
線
の
魔
術
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
そ

の
繊
細
で
華
や
か
な
植
物
模
様
や
女
性
像
は
、

没
後
80
年
を
経
た
今
な
お
、
世
界
の
人
々
を

魅
了
し
、
後
世
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
影

響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
時
代
を
超
え
て

愛
さ
れ
る
芸
術
家
の
秘
密
を
ひ
も
解
く
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
注
目
の
展
覧
会
で
す
。

令
和
３
年
４
月

　

松
本
市
は　

中
核
市
へ�

（
松
本
市
）

「
松
本
子
ど
も
の
権
利
の
日
」

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

�

（
松
本
市
）

松
本
市
美
術
館　

企
画
展
の
ご
案
内

７月29日に、中核市の指定に係る申出をしました。
臥雲松本市長（左）・高市総務大臣（右・当時）

アルフォンス・ミュシャ《ジョブ》1896年
カラーリトグラフ ミュシャ財団蔵 

＠Mucha Trust 2020

昨年のフォーラムの様子

市
村
情
報

市
村
情
報

●
開
催
期
間
：
令
和
２
年
９
月
19
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
11
月
29
日
㈰

●
開
館
時
間
：
９
時
～
17
時

●
休
館
日
：
月
曜
日

　
　
　
　
　
※
11
月
2
日
・
23
日
は
開
館

●
観
覧
料
：
大
人
１
，５
０
０
円
、

　
　
　
　
　
大
学
・
高
校
生
：
１
，０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
：
松
本
市
美
術
館

　
☎
０
２
６
３
―39
―７
４
０
０
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Vol.29

ふ
る
さ
と
の
魅
力  

再
発
見

生
坂
村

　
生
坂
村
は
山
々
が
重
な
り
合
い
、
そ
の
や

ま
な
み
の
間
を
犀
川
が
北
流
す
る
自
然
豊
か

な
村
で
す
。
そ
ん
な
生
坂
村
に
北
ア
ル
プ
ス

に
も
引
け
を
取
ら
な
い
「
大
城
・
京
ヶ
倉
」

と
い
う
山
々
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
大
城
・
京
ヶ
倉
は
と
も
に
千
メ
ー
ト
ル
に

満
た
な
い
小
さ
な
山
で
す
が
、
山
頂
か
ら
見

る
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
晴
れ
た
日
に
は
北

ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る
と
と
も
に
、
春
に

は
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
花

を
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

登
山
道
は
全
体
的
に
は
初
心
者
向
け
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
馬
の
背
道
な
ど
所
々
難
所
も

あ
り
、
気
軽
に
本
格
的
な
登
山
を
楽
し
む
事

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、

山
頂
等
で

自
撮
り
し

た
写
真
を

道
の
駅
い

く
さ
か
の

郷
へ
提
示

す
る
と
大

城
・
京
ヶ

倉
オ
リ
ジ

ナ
ル
ピ
ン

バ
ッ
ジ
が

も
ら
え
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
然
豊
か
な
生
坂
村
を
満
喫

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
坂
村　
振
興
課

　
☎
０
２
６
３
―69
―３
１
１
２

　
信
州
ま
つ
も
と
空
港
は
神
戸
線
、
福
岡
線
、

札
幌
線
の
３
つ
の
定
期
路
線
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
搭
乗
時
間
は
わ
ず
か
１
時
間
か
ら

２
時
間
程
度
、
電
車
や
車
で
は
行
き
に
く
い

エ
リ
ア
へ
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
特
に
神
戸
線
は
昨
年
10
月
に
就
航
し
、
関

西
地
方
、
中
国
四
国
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

旅
行
両
面
で
交
流
が
活
発
に
な
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
便
利
に
な
っ
た
信
州
ま
つ
も
と
空
港

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
空
の
旅
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
松
本
市　
総
合
戦
略
課

　
☎
０
２
６
３
―34
―３
２
７
４

　
松
本
市
を
は
じ
め
各
自
治
体
の
消
防
団
で

は
、
毎
月
「
防
火
の
日
」
を
定
め
て
、
消
防

車
で
の
巡
回
広
報
や
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
消
防
団
で
は
、
「
市
民
防
火
の

日
」
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
57
年
4
月
以
降
、

毎
月
15
日
を
市
民
ぐ
る
み
で
防
火
に
対
す
る

関
心
を
啓
発
す
る
日
と
し
、
消
防
と
地
域
と

事
業
所
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
予
防
の
推
進

と
予
防
広
報
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
火
災
予
防
に
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
を
守
る
消
防
団

の
予
防
広
報
活
動
に
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
松
本
市
危
機
管
理
部　
消
防
防
災
課

（
松
本
市
消
防
団
事
務
局
）

　
☎
０
２
６
３
―33
―１
１
９
１

信
州
ま
つ
も
と
空
港
か
ら

　

空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

�

（
松
本
市
）

消
防
団
に
よ
る

　

予
防
広
報
活
動
に
つ
い
て

�

（
松
本
市
）

京ヶ倉からの景色

大城・京ヶ倉オリジナルピンバッジ
馬の背道

（生坂村観光協会YoutubeでVR動画をご覧いただけます）



●8



●9

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取り組みが模範的な事業所や団体等に対し、表彰状を
贈呈しました。

　■ 松本市開智小学校PTA　様
　■ 松本市両島町会　様
　■ 松塩筑木曽老人福祉施設組合
　　 特別養護老人ホーム　桔梗荘　様
　■ 吉川建設株式会社　松本支店　様
　■ 松本市公設地方卸売市場
　　 松本市場管理株式会社　様
　■ セイコーエプソン株式会社　神林事業所　様
　■ 株式会社アズミ村田製作所　様

★応急手当普及啓発優良事業所への表彰★

松本
広域
消防局

特殊装備小隊（震災対応特殊車両小隊）

令和2年10月1日から 本運用開始

　総務省消防庁から無償貸与され、塩尻消防署に配備した重機及び重機搬送車は、半年間
の訓練期間を経て、令和２年10月１日から本運用を開始しました。
　大規模地震や近年みられる局地的豪雨などの土砂・風水害の災害等が発生した場合に、
県内外へ応援出動し、要救助者の救出、消防車両等が通行できなくなった道路のがれき除
去などを任務とします。

重機及び重機搬送車

訓練の様子
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高温に注意！！

換気しよう！

炎に注意！！

◆あわてずに今の状況を教えてください！
　通報中でも「救急車」や「消防車」は現場に出動していますので、落ち着い
て質問に答えてください。

◆サイレンを鳴らし、赤色回転灯は点灯して走行します！
　法律で義務付けられており、緊急時にサイレン、赤色回転灯を止めて走行す
ることはできません。

◆誤って119番通報をしてしまったら切らずに応答してください！
　切れた場合は、緊急性の有無を確認するために電話を折り返しますので
必ず応答をお願いします。

「119番」通報時のお願い！

ご理解・ご協力をお願いします！

消毒用アルコールは火気厳禁です！

コンロの近くで使用しない。

風通しの良いところで使用する。

直射日光の当たる場所に置かない。

　新型コロナウイルスの感染拡
大に伴い、消毒用アルコールを
使用する機会が増えていますが、
取扱いを誤ったことによる火災
が発生しています。
　上の注意事項を守って、安全
に使用しましょう。

消毒用
アルコール消毒用

アルコール

消毒用
アルコール
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令和２年秋の火災予防運動
その火事を  防ぐあなたに  金メダル

（2020年度全国統一防火標語）
　11月９日から11月15日まで、全国一斉に秋の火災予防運動
が実施されます。
　家庭や職場において「火の用心」に心がけ、火災を未然に防
ぐとともに、火事のない地域づくりにご協力ください。
　この時期は徐々に気温が低くなり、石油ストーブなどを使う
機会が増えます。火を取扱う場合は、周囲に燃えやすい物（紙
類・危険物等）がないか確認して気を付けて使いましょう。
　また年間を通じてたき火や枯草焼きなどによる火災が多く発
生しています。空気が乾燥している時や風が強い時は、火を焚
かないようにしましょう。

住宅用火災警報器の点検をしていますか？10年 

　住宅用火災警報器の設置義務化から10年以上が経過しています。
　一般的には電池で動いており、火災を感知するために常に電池は消耗しています。
　住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が重要です。「いざ！」という時に住宅用火災警報
器が適切に作動するよう定期的に作動確認を行い、反応がなければ本体もしくは電池の交換をしましょう。
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令
和
二
年
十
一
月
発
行  

第
四
十
四
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
　
住
所
／
松
本
市
波
田
四
四
一
七
番
地
一�

印
刷
／
株
式
会
社
綜
合
印
刷

この広報紙は再生紙を使用しています。

職員のマスク着用

消毒液の設置

飛沫飛散防止シートの設置

感染防止用マスク（N95）

ゴーグル

感染防護衣（上下）

窓口業務では…

各種講習会では…

救急等の現場では…

　事務室等は、
職員が日常的
に消毒を実施
しています！

　ご来庁の際は、来庁者名簿の記入にご協力
をお願いします。ご記入いただいた内容は、
保健所の求めによる提出以外で使用すること
はありません。

　救急搬送される方、同乗される皆様および
救急隊員の感染リスクを最小限に抑えるた
め、通常の装備に加え、これらの資器材等を
使用しています。

松本広域消防局における

松本広域消防局のホームページで案内しています。電話でも、お気軽にお問い合わせください。

～住民の皆様の安全・安心のために～

新型コロナウイルス感染拡大防止対策新型コロナウイルス感染拡大防止対策

　松本広域消防局では、皆様が安心して消防サービスをご利用いただけるよう、新型コロナウイ
ルス感染症への対策を実施しています。皆様には、従前に比べてご不便をおかけしますが、「新
しい生活様式」に基づき、感染拡大防止のため、ご理解とご協力をお願いいたします。

松本広域消防局

出席の際はマスク着用や咳エチケットにご協力ください。

URL http://www.m-kouiki119.jp/公式ホームページ

講習会に参加したいけれど、新型コロナウイルス感染症による影響はあるの？

受講者の人数制限や、日程を調整しながら、講習会を開催しています！

◎松本広域消防局が主催する
　各種応急手当講習会
◎防火管理協会・危険物安全協会が主催する
　各種資格取得講習会　など

お問い合わせは
　お近くの消防署・出張所 または
松本広域消防局
☎0263-25-0119　まで


